
 

 

 

 

 

 

 

校長  五十嵐 和彦  

 

 令和４年度も間もなく終了となります。今年度も本校の教育活動へのご支援とご協力を

賜り、誠にありがとうございました。今年度、本校では「所沢市学び創造 

ＰＬＵＳ クリエイト研究」を通して「学び合い」や「振り返り」について 

研究を進めてまいりました。その成果として、学習を振り返り自分の成長を 

自覚できる児童が増えてきました。具体的には、振り返りノートに学習の足 

あとを記すことができるようになってきました。来年度も児童にとって価値 

のある研究を進めてまいりたいと考えます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮前小学校の児童はこの一年、いろいろな方々に 

お世話になってきました。 

・登校の見守り（防犯パトロール隊の方々） 

・校舎前の花壇の整備（フラワーボランティアの方々） 

・読み聞かせ等（図書ボランティアの方々） 

・体育館の改修、液晶プロジェクターや自動水栓等を寄贈 

（株式会社カマタ 様） 

・通学路の樹木の剪定、宮前山の補修（所沢自動車学校 様） 

・カラー帽子の寄贈（東狭山ヶ丘自治会 様） 

地域の皆様、本当にありがとうございました。今年度も子供たち 

が書いたお手紙をお届けします。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

《学校教育目標》 

・かしこく 
・やさしく 
・たくましく 
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 ある保育園の入り口に「ありがとう・ごめんなさいが言える子に」と彫られた石碑があり

ました。小さい頃は素直に言えた言葉ですが、成長とともに言いづらくなってしまいます。し

かし、相手に感謝や謝罪の気持ちを伝える大切な言葉です。黙っていては気持ちが伝わり

ません。声に出して、言葉で伝えることが大切なのです。また、「ありがとう」や「ごめんなさ

い」という言葉は、コミュニケーションを図る上でも重要です。「どうして、 

こんなの親切にしているのに、お礼の言葉がないのだろう？」「嫌な思い 

をしているのに、謝罪しないのか」など、もやもやした気持ちがお互いの 

心に溝をつくってしまいます。 

「ありがとう・ごめんなさい」を言葉にするのは恥ずかしいことではあ 

りません。お互いの気持ちが通じ合うための大切なワードなのです。素直 

な気持ちで、言葉を相手に伝えていきましょう。 



＜３月の生活目標＞ お世話になった人に感謝しよう 

            きれいな学校にしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２/３ 節分メニューの給食       ２/４ 市内給食展（並木まちづくりセンター） 

 

  

 

 

 

 

 

 

  ２/１０ 雪が降る         ２／１４ 持続走まとめの会（１～４年生） 

 

 

 

 

 

 

 

                              

２/１６ 宮前マラソン(５・６年)        ２／２１ 和太鼓クラブの発表 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ピンチな時こそ「ＳＯＳ」を！！ 

 人は困った時や悩んだ時、それを一人で抱え込みがちです。しかし、思い切って相談し

たり、ＳＯＳを出したりすることで、問題が解決したり、心が安らいだりすることもあります。

先日行われた研修会で「ＳＯＳが出せる子」をテーマに講義がありました。 

☆低学年の目標：自分自身が大切な存在であると実感する 

        助けてもらって心地よい体験を重ねる 

☆中学年の目標：自分の「楽しい」「好き」を見つける 

        困ったときに「困った」と言える 

☆高学年の目標：心の健康について考える機会を持つ 

        自分を大切にする気持ちを維持する 

        信頼できる大人を探すことができる 

様々なストレスに対処できる「強い心・負けない心」を持つと同時に、「ＳＯＳを出して人に

頼る」ことも大切です。子供達にもメンタルヘルスが大切です。 


